
【事業の経緯】

河川-11  日宇川総合流域防災事業の経緯
別添資料 1

審議経過
再評価
の理由

工 期 事業費
B/C 概要

着エ 完了 (億円)

当初 S43

第 1回審議
(H10)

再評価後
5年経過

S43 H18 25.0 4.83

改修延長L=2,002m
河道拡幅、河床掘削、築堤、護岸、
橋梁、堰等

第2回審議
(H15)

再評価後
5年経過

S43 H23 25.0 13.04
改修延長い2,002m
河道拡幅、河床掘削、築堤～護岸、
橋梁、堰等

第3回審議
(H20:)

再評価後
5年経過

S43 H30 25.0 15.83

改修延長L2,002m
河道拡幅～河床掘削、築堤、護岸、
橋染、堰等

第4回審議
(H25)

再評価後
5年経過

S43 H30 25.0 4.76

改修延長い2,002m
河道拡幅、河床掘削、築堤、護岸、
橋梁、堰等

第6回審議
(H30:今回)

再評価後
5年経過

S43 H35 25.0 4.03

改修延長い2,002m
河道拡幅、河床掘削、築堤、護岸、
橋梁、堰等



チエックリストによる河,II
河川名 日宇,II 事業名 総合流域防災 事業区間 河口より松川橋まで 改修延長 L翌,002m
再評価の実施理由 再評価後 5年経過

未着工或いは事業が長期間要している理由 関係者や地元の調整の期間を要したため

薬
内
容

事業目的 昭和42年 7月洪水により甚大な被害を受けたため,洪水に対し安全な河道を確保し、河川の氾濫

を防止する。

事業実施内容 河道拡幅、河床掘削、築堤、護岸、橋梁、堰等

上位計画における位置づけ 長崎県長期総合計画狩レ

"・

2020

9-14)-5(地震・大雨・台風・高潮などの自然災害に備えた施設整備など防災対策

の推白

目標流量 獅 /s 治水安全度 1/100

翼
の
進

猿
況

事業採択年 昭和 43年度 用地着手年 昭和 43年度 工事着二年 昭和43年度

全体事業費

(内用地費)

25.00億円

(2.70億円)

投資事業費

(内用地費)

19.7億円

Q.5億円)

(進捗率 78.8%)

(進捗率 92.6%)

事業進捗状況 河道拡幅は完了。河口～白岳橋上流(1/2001で一部河床掘削,護岸の整備を残すのみとなつている。

一連の整備効果の発現状況 全川に亘つて,流下能力が 3011確保されている。

翼
を
巡
る
社
ハ

昌
の
変
1ヒ

事
業
目
的
に
関
す

鼻
状
況

現状での課題 事業を促進し,早期完成を目指す。(平成35年度完成予定)

計画雨量=134翻 m/hr(確率規模100年)
①漫水戸数

②農地浸水面積

③重要な公共施設等

④災害弱者関連施設

⑤その他

610戸 、
O. Oha                              i
日宇郵便局,佐世保市中央消防署日宇出張所,佐世保市役所日宇支所1
佐世保市日宇地区公民館,九州電力日宇変電所,九州運輸局長崎陸運支局,
国立佐世保工業高専

大宮幼稚国,病院 2箇所、老人ホーム 2箇所

国道35号, 」R佐世保線

①主な枚災年

②最大浸水戸数

③最大農地浸水面積

④重要な公共施設等

⑤災害弱者関連施設

⑥その他

昭和42年 125.4「rn/hr(佐世保)
11 992棟  昭和42年 7月洪水 (水害統計 日宇川流域全体)
5 5ha(流域全体)

日宇郵便局,佐世保市中央消防署日宇出張所,佐世保市役所日宇支所,
佐世保市日宇地区公民館,九州電力日宇変電所1九州運輸局長崎陸運支局,
国立佐世保工業高専

大宮幼稚国,病院2箇所、老人ホーム2箇所

国道35号l JR佐世保線

①改修目標流量に対する現況流下能力の割合

②現況の治水安全度 :1/30程度

約80%

地
域
の
状
況

①地域開発の状況 :

日宇橋周辺は国道35号や」R日宇駅など交通の便に恵まれ,市街地が広がっている。また,下流域は,
佐世保港の海上アクセスに恵まれ,工場群が密集している。

②地域の協力体制 :

佐世保市を主体として協力的である。また,「日宇川

水すましの会」により,河川愛護運動が行われている。

③関連事業との整合性の変化 :特になし

④地域の事業に対する社会的評価 :

洪水氾濫被害に対する安全確保のための改修事業の

早期完成が望まれている。

⑤事業の状況 :

工期延長の理由 :地元調整の難航

費
用

貌

季

「治水経済調査マニュアル (案):平成 17年 4月」に基づき分析

総便益 (B):     74=250.77百万円
総費用 (C):     18,674.90百万円
B/C= 4.03

再評価による今後の対応方針 事 業 継 続



平成30年度
長崎県公共事業評価監視委員会

再評価対象事業

河川Tll 総合流域防災事業
日宇川

長崎県
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事業概要

計画区間 :L=2日Okm 事業期間 :S43～H35
全体事業費 :250o百万円
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凝水被害状況

発生年 i S42

凝水面積 :5説コ
佐世保港



日 川 の 況
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一部施工済 未施工

未施工 恭施工

日宇川の現況写真 (2)

施工済 (河床掘削 :未施工) 施工済 (河床掘削 :未施工)

施工済 施工済
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昭和42年 7月 9日 洪水被害

事業の必要性
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S42.7.10長 崎新聞 (朝刊) 黒髪小学校付近被害状況 (S42)

7

に至つた理由

【完了工期】H30(前回)→H35(変更)

漁協との調整や、工事に伴う振動に関して、隣接する
工場・木材加工場との調整に期間を要したため。

8

最大時間雨量 浸水面積 宅地・その他 農地

125.lmm(佐世保) 110ha 55ha 55ha

浸水家屋 床下漫水 床上漫水 その他

1,992戸 1,419戸 541戸 32戸

日宇川



費用対効果分析

【B/C】 4876(前 )→ 4J03(現行 )

〔マイナス要因〕
日被害額の減少

(被害家屋口事業所数の減少)
ロエ期の延長
(地元調整の難航 )

対応方針
(原案)

9

ロ

継続



【事業の経緯】

河川-12  日野川広域河川改修事業の経緯
別添資料 1

審議経過
再評価
の理由

工 期 事業費
B/C 概要

着エ 完了 (億円)

第1回審議
(H12)

採択後
10年経過

H3 H19 55.0 6.79

改修延長卜1,840m

河道拡幅、河床掘削、築堤、護岸、
水門、樋門、橋梁等

第2回審議
(H15:河川整備計
画)

H3 H25 78.0 4.8

改修延長L=1,840m

河道拡幅、河床掘削、築堤、護岸、

水門、樋門、橋梁等

第3回審議
(H20)

再評価後
5年経過

H3 H27 90.0 3.88

改修延長い1,840m

河道拡幅、河床掘削、築堤、護岸、
水門、樋門、橋梁等

第3回審議
(H25:前 回)

再評価後
5年経過

H3 H32 103.5 2.78

改修延長卜 1,840m

河道拡幅、河床掘削、築堤、護岸、
水門、樋門、橋梁等

第4回審議
(H30:今回)

再評価後
5年経過

H3 H35 120.0 2.31

改修延長L=1,340m

河道拡幅、河床掘削、築堤、護岸、

水門、樋門、橋梁等



チェックリス ト
事業区間 相浦川合流点～上流端溜池 改修延長 L=1,840m河川名 日野川 事業名 広域河川改修

再評価の実施理由 再評価後5年経過

これまで用地取得及び家屋補償に時間を要したこと。未着工或いは事業が長期間要している理由

洪水に対して安全な河道を確保し、河川の氾濫を防止する事 業 目 的

河道拡幅、河床掘削、築堤、護岸、水門、樋門、橋梁等事業実施内容

長崎県長期総合計画チャレンシ
゛
2020

9-(4)-5(地震 。大雨・台風・高潮などの自然災害に備えた施設整備など防

災対策の推進)
上位計画における位置づけ

60m3/s 治水安全度 1/50

事
業
内
容

目 標 流 量

平成3年度 用地着手年 平成3年度 工事着二年 平成11年度事業採択年

120.0億円

16.22億円

投資事業費

(内用地費)

(進捗率87.3%)

(進捗率100.0%)

104.8億円
16。 18億円

全体事業費

(内用地費)

相浦川合流点から上流1200m付近までは河)ll改修が終わつている。事業進捗状況

事
業

の
進
捗
状
況
一連の整備効果の発現状況 整備済み区間については、日標流量を流す流下能力を有している。

現状での

課題
事業を促進し、早期完成を目指す。 (平成35年完成予定)

更吾禿正蒔影響【忍定氾濫区域内)  |
① 浸 水 戸 数 :728戸   、
② 農地浸水面積   : 2.63 ha
③ 重要な公共施設等 : 椎木町公民館、日野本町公民館、日野新町公民館、佐世保日野郵便局

④ 災害弱者関連施設 : 椎木保育園, 日野幼稚園,特別養護老人ホーム日野の里,デイサービスセ
ンター日野,訪問介護ステーシヨンかじまえ,田淵医院、宮原医院等

⑤ そ  の  他  : 佐世保 。日野・松浦線 (11号線)

② 最大浸水戸数

③ 最大農地浸水面積

④ 重要な公共施設等

⑤ 災害弱者関連施設

⑥ そ  の  他

年,平成 1年,平成2年,平成 5年,平成11年,平成14と
143戸  平成 2年6月 2日 ～7日洪水
6.3ha 平成1年 7月 24日 ～8月 7日洪水

不明

不明

佐世保 。日野・松浦線 (■号線 )

主な

事
業
目
的
に
関
す
る
諸
状
況

② 現況の治水安全度 :  1/1程度
20%程度る の割合目

事
業
を
巡
る
社
会
情
勢
等
の
変
化

地
域

の
状
況

① 地域開発の状況 :

当地区は大規模な地域開発の計画は無いが、佐世保市への至近通勤域であるため、ベッド
タウンとしての性格が強く、平地、丘陵地ともに宅地化が進行しており、特に11号線沿い

はこの傾向が強い。今後更に宅地化は進行するものと考えられる。

② 地域の協力体制 :

佐世探市の協力により河川事業は順調に進められている。

③ 関連事業との整合性の変化 : 一

④ 地域の事業に対する社会的評価 :

洪水氾濫被害に対する安全確保のための改修事業の早期完成が望まれている。

費
用
対
効
果
分
析

治水経済調査マニュアル (案)に基づき分析

B/C= 2.31

総便益 (B)

総費用 (C)

50,835百万円
22,029百万円

事 業 継 続
再評価による
今後の対応方針





平成30年度
長崎県公共事業評価監視委員会

再評価対象事業

河川…12 広域河川改修事業
日野川

長崎県
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事業概要

事業概要
ェ事延長 L=1,840m
河道拡幅、河床掘削、護岸整備
水門、樋門・樋管整備及び橋梁架替等

3
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過去の 写

水害発生時の気象

― H26.3.20   279mm  1  58m“   1 床下水濠 H28,4.21

NO,5付近 (改修済)

NO,68付近 (未改修)

77mm  i 37mm  l 道路冠水

NO,20付近 (改修済)

NO,72付近 (未改修 )
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再評価に至つた理由 (1)

【事業費増】103日 5億円(前回)→ 120.0億円(変更)
土留め対策

吟

崩壊した地盤は透水性の

高い砂質土層

背後は民家が隣接

土留め工として鋼矢板の
打設

〔事業費増の主な内容〕

再評価に至つた理由 (2)

【事業費増】103日 5億円(前回)→ 120日 0億円(変更)

(2)橋梁整備 (3)止水対策

〔事業費増の主な内容〕

7

池め

′
　
工”^

(2)橋梁整備 約1.5億円 生活遭路として、地域住民からの要望により追加整備

(3)止水対策 約3.0億円 ため池 F汗弓封1のための上水対策と、これに伴う調査設計費

(4)その他 約3.0億円 事業損失補償等

合 計 約16.5億円

(1)土留め対策 約9.0億円 土留め工 (鋼矢板)の追加と、これに伴う調査設計費等

合 計 約16.5億円

8



再評価に至つた理由(3)

【完了工期】H32(前回)→ H35(変更)

土留工 (鋼矢板)の追加工事に伴い、事業進捗
に遅れが生じたため

費用対効果分析

【B/C】 2.78(前回)→ 2日31(現行五

〔マイナス要因〕
・事業費の増加 (土留工の追加)
ロエ期の延長(追加工事に伴う期間延長)

〔プラス要因〕
・家屋資産の評価額の増

9

対応方針

(原案) 継続

10



【事業の経緯】

河川-13  田川総合流域防災事業の経緯
別添資料 1

審議経過
再評価
の理由

工 期 事業費
B/C 概要

着エ 完了 (億円)

当初
(H15新規評価)

H14 H21 10.7 4.57
改修延長卜1,680m
河道拡幅Ⅲ河床掘削、護岸、橋梁
等

第1回審議
(H20)

再評価後
5年経過

H14 H25 10.7 5.71

改修延長卜1,680m
河道拡幅～河床掘削、護岸、橋梁
等

第2回審議
(H25)

再評価後
5年経過

H14 H29 10.7 7.64

改修延長い1,680m
河道拡幅、河床掘削、護岸、橋梁
等

第3回審議
(H30:今回)

再評価後
5年経過

H14 H34 15.7 5.03

改修延長い1,680m
河道拡幅、河床掘削、護岸、橋梁
等



チェックリス トによる河川事業再評価項目

河川名 田川 事業名 総合流域防災 事業区間 0/000～ 1/680 改俸延長L=1,680m

再評価の実施理由 事業再評価後5年経過

未着工或いは事業が長期間要している理由 用地買収未完了のため。

事
業
内
容

事 業 目 的 洪水に対して安全な河道を確保し、河川の氾濫を防止する

事業実施内容 河道拡帽、河床掘削、護岸、橋梁等

上位計画における位置づけ
長崎県総合計画チャレンジ2020
9-(4)5(地震、大雨芍台風、高潮などの自然災害に備えた施設整備など防災対策の
推進)

目爆驚二 (虚′さえ協珀点) 50m3/s 治水安全度 1/30年

事
業

の
進
捗
状
況

事業採択年 平成14年度 用地着手年 平成16年度 工事着二年 平成16年度

全体事業費

(内用地費 )

15.70億円

(0.54億円)

投資事業費

(肉用地費)

12.0億円 (進捗率76.491)

0.53億円 (進捗率98!1%)

事業進捗状況 0/290までの拡帽芍護岸整備を完了

一連の整備効果の発現状況

0/290までは改修済みであるため、計画流量の80,も以上の流下能力が確保されている
が、これより上流は未改修のため、計画流量の30～ 50,も程度の流下能力となつてい

る。

事
業
を
巡
る
社
会
情
勢
等

の
変
化

事
業
目
的
に
関
す
る
諸
状
況

現状での
課題
早期完成 (平成34年度予定)を 目指している。

① 浸 水 戸 数

② 農地浸水面積

③ 重要な公共施設等

④ 災害弱者関連施設

⑤ そ  の  他

62戸

9.2ha

① 主な被災年

② 最大漫水戸数

③ 最大農地漫水面積

④ 重要な公共施設等

⑤ 災害弱者関連施設

⑥ そ  の  他

平成10年、平成11年、平成27年

7戸、15戸、3戸

5.8ha、  9.3ha、  3ha

改修目標流量に対する現況流下能力の割合 :約 3096

② 現況の治水安全度 1/2以 下

地
域

の
状
況

① 地域開発の状況 :特になし

② 地域の協力体制 :特になし。

③関連事業との整合性の変化 :事業認定による土地収用が確定したことにより、関連事業 (対馬市)も工事

着手している。

④ 地域の事業に対する社会的評価 :洪水氾濫被書に対する安全度の確保のため、事業の早期完成が望まれて

ており、事業認定による土地収用が確定したので早期に工事着手し解決を図る十

⑤事業の状況 :一部の用地取得が難航していたが、工事の進捗は図られている。

費
用
対
効
果
分
析

『治水経済調査マニュアル (案):平成17年 4月」に基づき分析

総便益 (B)

総費用 (C)

10,636.71 百万円

2,115.56百 万円

B/C= 5.03

再評価による
今後の対応方針

事業継続



平成30年度
長崎県公共事業評価監視委員会

再評価対象事業

汗丁

'II-13

総合流域防災事業
田

'II

長崎県
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要

国  ,E濫区域

3

工事郎長 L=1,680m
河道拡幅、河床掘削、護岸整備

及び橋梁架替等

区 L=1 680m

日向線

茂ノ採1

■■ 改修済区間
■■ 未改修区間

改良済区 L=290m L=1 390m

茂ノ



の 写′

0/100m付近

,■

・ fド,予 1■Ⅲ主 !

f  督響騨膵沖増騨募

0/000m付近 市道田塚浜線 小川商店前
水害発生時の気象

H10.8.2  .  158mm 50mm

0/800m付 近 市遭佐保・田線 市道田大畠線合流付近

0/900m付 近 田公民館付近

離
組
床下
7戸 5  1 H27.0.17 1 429mm l 52mm

: 床上・床下
浸水 3声

…

|“ み

.ユ  
・ i・
・
~'・  ～、 、

篭

t __

年月日 連続雨量 時間雨量 備 考 備 考年月日 連続雨量 時間雨量

0/120付近 (改修済) 0/680付近 (未改修)

0/240付近 (改修済) 1/200付近 (未改修 )6



に至つた理由 (1)

【完了工期】H29(前回)→ H34(変更)
本事業は平成14年度に着手し、河口から改修工事を進捗させていたが、下
記の2箇所の事業反対者により事業ストップ。
これまで、用地交渉を進めてきたが決裂したため、事業認定により権利取
得となり、これに要した期間約10年間となった。

_    _   _ =■ _■   |:|!「
=i、
 _二 _

li■ |

右岸0/350付近                  左岸0/750付近
【残工事】

残工事として、延長1,390mの河道拡幅、河床掘削、護岸整備及び3橋の
橋梁架替え等に5年間を要する

7

に至つた理由 (2)

【事業費増】10日7億円(前回)→ 15日 7億円(変更)

‐
才
ti

附幣工事

‐ 現場打法枠工及びアンカーニ等

〔事業費増の主な内容〕 ①附帯工事費

増 額事業費増の内容 主な増額理由

① 附帯工事費

② 橋梁整備

③ 滑地取得

④ その他

合 計

約2.0億円

約1.0億円

約竜、O億円

約1.0億円

約5.0億円

河川整備の附帯工事として、傾斜地保全工事費と調査設計費

軟弱地盤による下都工の工事費増

事業認定のための調査費及び申講等業務費

南道橋架替と資材物l面高騰

8



に至つた理由 (3

【事業費増】10日 7億円(前 )
→ 15B7億円(変更)

②橋梁整備 ④市道橋架替

■

市道橋 田大橋    市道橋 茂ノさえ1号橋

〔事業費増の主な内容〕

ロ

増 額事業費増の内容 主な増額理由

◇ 踏壽工事費

② 橋梁整備

③ 用地取得

④ その他

合 計

約2.0億円

約1.0億円

約1,0億円

約1,0億円

約5.0億円

河Jと I整備の賂帯工事として、1褒斜地保全工事費と調査設計費

軟弱地盤による下部工の工事費増

事業認定のための調査費及び申請等業務費

市道橋架替と資材物価高騰

9

費 対

【B/C】 7864(前回) 5.03→

〔マイナス要因〕
日事業費の増加(付帯工事の追加)

・工期の延長 (用地交渉の難航 )

対応方針

(原案)
継続

10



【事業の経緯】

河川-14  江川川都市基盤河川改修事業の経緯
別添資料 1

審議経過
再評価
の理由

工 期 事業費
B/C 概要

着エ 完了 (億円)

当初 S56 S71 18.2 16.06
河川改修延長卜2,530m

河床掘削Ⅲ護岸、橋梁

第1回審議
(H10)

事業採択後
10年経過

S56 H18 28.0 5.7
河川改修延長い2,530m

河床掘削、護岸、橋梁

第2回審議
(H15)

再評価後
5年経過

S56 H25 31.6 3.7
河川改修延長卜2,530m
河床掘削、護岸、橋梁

第3回審議
(H20)

再評価後
5年経過

S56 H30 31.6 4.08
河川改修延長卜2,530m
河床掘削、護岸、橋梁

第4回審議
(H25)

再評価後
5年経過

S56 H30 31.6 3.54
河川改修延長い2,530m

河床掘削、護岸、橋梁

第5回審議
(H30:今回)

再評価後
5年経過

S56 H33 31.6 3.57
河川改修延長い2,530m
河床掘削、護岸、橋梁



チェックリストによる河川1事業再評価項目

河川名 江

'H'H

事業名 都市基盤 事業区間 河口～竿浦町と平山町の町界付近 改修延長 L=2,530m

再評価の実施理由 再評価後 5年経過

未着工或しЧま事業が長期間要している理由
河川沿川に住宅が密集していることから支障物件や、橋梁等の構造

物が多い工事であるため。

事

業

内

容

事 業 目 的 洪水に対し安全な河道を確保し、河川の氾濫を防ぐ。

事業実施内容 河床掘削、護岸整備及び橋梁架替。

上位計画における位置づけ
長崎市第四次総合計画における「まちづくりの方針 El」において、「災害に強いまち

づくりを進めます」を基本方針に位置付けている。

目 標 流 量 130m3/s 治水安全度 1/30

事

業

の

進

捗

状

況

事業採択年 昭和56年度 用地着手年 昭和58年度 工事着工年 昭和56年度

全体事業資

(内用地費)

31.62億円 投資事業費

(内用地費)

28.231億円 30/o

5.87億円 5:62億円 70/0

事業進捗状況 河口
～
南竿浦パス停付近  (L=2289.5m)は 改修済

一連の整備効果の発現状況
河口～南竿浦プ恢停付近 (L=2289.5m)については流下能力の向上が図られて

いる。

事

業

を

巡

る

社

会

情

勢

等

の

変

化

事

業

目

的

に

関

す

る

諸

状

況

現状での

融
事業を促進し、早期完成を目指す。

更喜禿王蒔影響【悪
~疋
FE離区域内)  |

① 浸 水 戸 数 : 153戸
②農地浸水面積  : Oha
③ 重要な公共施設等 : 特になし

④ 災害弱者関連施設 :特になし
⑤ そ の 他 :   国離 99号
謳云あ更薯実績          |
① 主な被災年   :  昭和47年′昭和57年
②最大浸水戸数  : 215戸 :昭和57年
③ 最大農地浸水面積 :0.2hal昭和57年

④ 重要な公共施設等 : 不明
⑤ 災害弱者関連施設 :不明
⑥ そ の 他  :   不明

①改修目標流量に対する現況流下能力の割合 :   1000/o.(着 手時 :600/o程度)
②現況の治水安全度 : 1/30(着手時■/2～ 1/3餌則霊)

※ 現況・着手時流下能力および現況治水安全度は計画基準地点「太田橋」につして評価

地

域

の
状

況

① 地域開発の状況 :

全川を通して河川沿川には住宅および商店が密集しており、中流～上流にかけては国ヨ 99号と並行して

いる。河口付近は商業施設脱 ち並び地元住民の生活の中心となつている。

② 蜘 協力体制 :事業に理解があり、協力的である。

③ 関連事業との整合性の変化 :特になし

④ 地域の事業に対する社会的評価 :

洪水氾濫被害に対する安全確保のための改修事業の早期完成が望まれている。

買
用

対

効

果

分

析

29,969百万円
8′405百万円

3.5フ

治水経済調査マニュ刀レ(案)平成17年4月 に基づき分析

総便益 (B):
総費用 (C):

B/C
穫瞬円面による

今後の対応方針
事 業 継 続



平成30年度

長崎県公共事業評価監視委員会

再評価対象事業

河川-14都 市基盤河川改修事業
江川川

長崎市

1.江川川位置図

1

主要地方道

香燒・江川線

凡  例
■  基準地点
〇  流1或界
U  三級河川区間

都市基盤河川改修事業

江川川 い2,530m

八郎岳

(590m

2

υ
釣

長  崎
江川川

落矢,II

サ11

(仮 ,「 )

江
サ11

国道499号

堂の元橋

太田l喬

南陽橋

落矢ダム

竿浦川



2.′ 江川川全景写真

3.事業概要

事業名
― 都市基盤河川改修事業|

施設名 江川川

延長 L=2,530m

全体事業費   31.6億円

事業期間 昭和56年度～平成33年度

再評価の理由  再評価後5年経過

事業進捗率89.2%(用地進捗率95.7%)

都市基盤河川改修事業 江川川 L〓2,530m

‐
:漫水想定区域 (1/30)

進捗状況

4



4.江川川の水害状況
昭和57年 7月 23日洪水
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水害発生時の気象

【凡 例】

事業予定区F口弓

事業済み区間

市衛地・宅地

全イ本言十画 L=2′ 530rr程

H29完了時点

5

5 江川川平面図

:]

6

備 考年月日 日雨量(mm/日 ) 最大時間雨量 (mm/h)

漫水面積52.8ha、 床上112練、床下97棟、全半壌6棟S57.7.23 448mm 112

♂ i'おf
,,

太田橋

高野原橋

NO.55



6.江川川現況写真

7.再評価に至つた理由 (1)

【完了工期】H30(前回)→H33(変更)
今後の工程
H30:測量設計、管理用道路整備
H31:護岸工事
H32:護岸工事
H33:河床エ

日

日

隣接地権者との用地交渉等に期間を要したため完了時期を延ばす。

8

全体計画 L=2′ 530m

下流



8.費用対効果分析

【B/C】 3.54(前回)→3.57(現行)

【プラスの要因】
・浸水区域内資産額(家屋資産の評価
単価の増)の増加

対応方針

(原案)
9

継続


